○益田市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金交付要綱
平成２９年４月２４日
益田市告示第１１４号
益田市住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱（平成２６年益田市告示第１５８号）の全部を改正する。
（趣旨）
第１条　この要綱は、自然エネルギーを有効に活用し地球温暖化防止対策を推進するため、住宅用太陽光発電システム等を設置しようとする者に対し予算の範囲内において交付する益田市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金（以下「補助金」という。）について、益田市補助金等交付規則（平成９年益田市規則第９号）に定めるもののほか、必要な事項を定める。
（交付対象設備）
第２条　補助金の交付対象となる設備は、住宅用太陽光発電システム及び蓄電池設備とする。
２　前項に規定する住宅用太陽光発電システムは、住宅の電力使用の用に供することを目的として設置する太陽光で発電する設備であって、次の各号に掲げる要件の全てを満たすものをいう。
(1)　 設置時に再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法（平成２３年法律第１０８号）に基づく固定価格買取制度の認定を取得し、低圧配電線と逆潮流有りで連系し、電力会社と電力受給契約を締結するものであること。
(2)　太陽電池の公称最大出力又はパワーコンディショナの定格出力が１０キロワット未満であること。
(3)　設置する住宅用太陽光発電システムが未使用品であること。
(4)　市内に事業所又は事務所（以下「事業所等」という。）を有し、かつ、当該事業所等に常駐する施工ID取得者を雇用する設置業者により設置されるものであること。
３　第１項に規定する蓄電池設備は、次の各号に掲げる要件の全てを満たすものとする。
(1)　蓄電容量が１．０キロワット時以上のリチウムイオン蓄電池部及び電力変換装置を備え、太陽光発電システムにより発電した電力又は夜間電力を繰り返し蓄えるものであって、停電時、電力需要ピーク時等に、必要に応じて電気を活用することができるものであること。
(2)　設置する蓄電池設備が未使用品であること。
(3)　市内に事業所等を有し、かつ、当該事業所等に常駐する施工ID取得者を雇用する設置業者により設置されるものであること。
（交付対象者）
第３条　住宅用太陽光発電システムに係る補助金の交付対象となる者は、市内に居住（居住予定を含む。以下同じ。）する者で、次の各号に掲げる要件の全てを満たすものとする。
(1)　自らが所有（購入予定を含む。）し、かつ、居住する専用住宅（専ら個人が居住の用に供する住宅をいい、企業等が従業員の住宅に供するために建設した住宅、アパート、マンション等の共同住宅を除く。）又は併用住宅（居住用と業務用とを併用する目的の住宅で、居住の用に供する部分と業務の用に供する部分（面積が延べ面積の２分の１以下のものに限る。）が直接結合している住宅をいう。）の建物上又は当該建物の存する敷地内に、新たに住宅用太陽光発電システムを設置すること。
(2)　市税等の滞納（居住予定の者にあっては、前住所地における市税等の滞納）がないこと。
(3)　住宅用太陽光発電システムの設置及び電力会社との電力供給契約が当該年度の３月２０日までに完了すること。
２　蓄電池設備に係る補助金の交付対象となる者は、次の各号に掲げる要件の全てを満たす者とする。
(1)　自らが所有する建物上又は当該建物の存する敷地内に前条第２項第１号から第３号までに掲げる要件の全てを満たす住宅用太陽光発電システムが設置されていること（当該住宅用太陽光発電システムと同時に設置する場合を含む。）。
(2)　市税等の滞納がないこと。
(3)　 住宅用太陽光発電システムの設置及び電力会社との電力供給契約が当該年度の３月２０日までに完了すること。
３　前２項の規定による補助金の交付を受けた者は、同一年度内において再度の補助金申請を行うことはできない。
（補助金額）
第４条　住宅用太陽光発電システムに係る補助金の額は、太陽電池の最大出力の値（キロワット表示とし、小数点以下第２位未満を切り捨てる。）に７，０００円を乗じて得た額とし、２８，０００円を上限とする。
２　蓄電池設備に係る補助金の額は、当該設備の設置に要する経費に相当する額とし、５０，０００円を上限とする。
３　前２項の補助金の額に１，０００円未満の端数があるときは、当該端数を切り捨てるものとする。
（交付申請）
第５条　補助金の交付を受けようとする者は、当該補助金に係る設備の設置工事着手前に、益田市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金交付申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添えて、当該年度の２月末日までに市長に提出するものとする。
(1)　設置に係る契約書の写し
(2)　設置する施工業者が証明する経費内訳書（様式第２号）
(3)　設置する施工ID取得者の認定証の写し
(4)　設置する建物の位置図
(5)　工事着手前の写真
(6)　設備の仕様書（最大出力の値が記載されたもの）
(7)　その他市長が必要と認める書類
（交付決定）
第６条　市長は、前条の交付申請があったときは、速やかに当該申請の内容を審査し、交付の可否を決定するとともに、その内容を益田市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金交付決定等通知書（様式第３号）により当該申請を行った者に通知するものとする。
（工事着工届の提出）
第７条　前条の規定による交付決定を受けた者（以下「補助事業者」という。）は、当該交付決定のあった日から起算して６０日を経過する日又は３月２０日のいずれか早い日までに着工し、益田市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金工事着工届（様式第４号）を市長に提出しなければならない。この場合において、当該期間内に当該着工の届出がない場合は、交付申請の取下げがあったものとみなす。
（計画変更の承認）
第８条　補助事業者は、第６条の規定による交付決定を受けた設備の設置に関し次の各号のいずれかに該当する計画の変更を行う場合は、速やかに益田市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金変更承認申請書（様式第５号）を市長に提出し、その承認を得なければならない。
(1)　交付申請の書面又はその添付書類に記載された内容を変更する場合
(2)　設置を中止する場合
２　市長は、前項の変更承認申請があったときは、速やかに当該申請の内容を審査し、その適否を決定するとともに、その内容を益田市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金変更承認（不承認）通知書（様式第６号）により補助事業者に通知するものとする。
（実績報告）
第９条　補助事業者は、当該補助金に係る設備の設置が完了したときは、益田市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金実績報告書（様式第７号）に次に掲げる書類を添えて、当該設備の設置が完了した日から起算して３０日を経過する日又は当該年度の３月２５日のいずれか早い日までに、市長に提出しなければならない。
(1)　設置する施工業者が証明する経費内訳書及び領収書の写し
(2)　設備の設置状況を示す写真
(3)　電力受給契約書の写し
(4)　工事完了日以後に交付された住民票の写し
(5)　工事完了日以後に交付された納税証明書
(6)　設備が未使用品であることが確認できる書類
（補助金額の確定）
第１０条　市長は、実績報告の内容が交付決定の内容及びこれに付した条件に適合すると認めるときは、補助金の額を確定するとともに、その内容を益田市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金額交付額確定通知書（様式第８号）により、補助事業者に通知するものとする。
（補助金の請求及び交付）
第１１条　前条の交付確定を受けた補助事業者は、速やかに益田市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金交付請求書（様式第９号）を市長に提出しなければならない。
（管理の期間）
第１２条　補助事業者は、補助金の交付を受けて整備した設備に関し、当該設置完了の日から起算して法定耐用年数（減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）の規定による耐用年数をいう。次条において同じ。）を経過する日までの間は、管理者の責務において管理し、その居住する住宅又は事業所等の電力使用の用に供さなければならない。
（処分の制限）
第１３条　補助事業者は、法定耐用年数の期間内において、補助金の交付を受けて整備した設備を処分しようとするときは、あらかじめ益田市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金設備処分承認申請書（様式第１０号）を市長に提出し、その承認を受けなければならない。
（補助金の返還）
第１４条　市長は、虚偽の申請又はこの要綱の規定に反したことを事由として補助事業者に係る補助金の交付決定を取り消す場合において、既に補助金を支払っているときは、益田市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金交付取消通知書兼返還請求書（様式第１１号）により当該取消しがあったことを通知するとともに、当該補助金の全部又は一部の返還を請求するものとする。
２　前項の規定により返還の請求を受けた者は、当該請求の日から起算して３０日以内に補助金を返還しなければならない。
（その他）
第１５条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。
附　則
（施行期日）
１　この告示は、平成２９年４月２４日から施行する。
（経過措置）
２　この告示施行の日前までに、この告示による改正前の益田市住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱の規定により交付された益田市住宅用太陽光発電システム設置費補助金については、なお従前の例による。
附　則（令和３年９月２９日告示第３１０号）
（施行期日）
１　この告示は、令和３年９月２９日から施行する。
（経過措置）
２　この告示の施行の際現にあるこの告示による改正前の各告示の様式（次項において「旧様式」という。）により使用されている書類は、この告示による改正後の各告示の様式によるものとみなす。
３　この告示の施行の際現にある旧様式による用紙については、当分の間、これを取り繕って使用することができる。
附　則（令和６年４月１日告示第１１５号）
この告示は、令和６年４月１日から施行する。

[image: ]

[image: C:\Users\MSDPC-127\Desktop\２号.png]

[image: ]

[image: ]

[image: ]

[bookmark: _GoBack][image: ]

[image: ]

[image: ]

[image: ]

[image: ]

[image: ]

様式第１号（第５条関係）
様式第２号（第５条関係）
様式第３号（第６条関係）
様式第４号（第７条関係）
様式第５号（第８条関係）
様式第６号（第８条関係）
様式第７号（第９条関係）
様式第８号（第１０条関係）
様式第９号（第１１条関係）
様式第１０号（第１３条関係）
様式第１１号（第１４条関係）
[bookmark: last]
image6.emf
様式 第 ６ 号（第８条関係）     益   指令第    号     年    月    日                様     益田市長             印       益田市 住宅用太陽光発電システム 等 設置 費補助金 変更承認 （ 不承認 ） 通知書             年    月    日付けで変更承認申請のあった太陽光発電システム 等 設置費補助金 に係 る 交付 申請内容の 変更については、下記のとおり 決 定 しましたので 、益田市住宅用太陽光発電シ ステム等設置費補助金交付要綱第８条第２項の規定により 通知します。     記     １   変更の可否                     □承認します。        □以下の理由で、承認できません。      （理由                                        ）           ２   補助金 交付決定番号    益    指令第     号（       年    月    日 付 ）     ３   変更の内容  

項    目  変   更   前  変   更   後  

   

     


image7.png
S 75 (5 9 Z:BtR)
WHTEEH KB EEE S AT 2SR EE M & LGRS E
£ A A
IWHETR kR
WEE E T T =

BN

K 4

E G

£ A AftiTiE  HBAE  SORMRE EEAR) 0bo ETHABE
REAT DEORBNET LIO T AEATHEEARGEREES X7 2GR EEMB SN E
W9 ROBEICIY, ROLBYVHELET,

1 #MeRMARER EEEBEZIILEEIT, EEROH)
& H

HFER A £_A 0
TR R £ A #
3 KR O MR
Bl <5y MR 2 g% oA
KBHFE A7 b ] ] '
HENH G ] ] :

4w & F Om

(1) FEDHTHE DR L RBENRER OEINEDOE L
(@) EFoRBERNEZRTER

() BHZBENEOTL

@) THETHURICZMTENEREDE L

(6)  THFET HLMRITAA SN o BLGER &

(6) BFEARBMAMTHD Z PR TS HEE





image8.png
B8 5 (951 0 KBIR)
i e

&

=2

HETR &L

AT EERKBEIE S R T L5535 B B AR S e i a0 35

£ A BHUTHHOL-CEBTEEAABERES A7 LERERBHE
oW T, FRO &30 SEETEE LT, A THEEAAPERES 27 LS RER M)
SINBME 1 0ROREIC L VB LET.

aufy
cu

1 HiBh&ZfHRERR & :

2 B &S REEAR & :





image9.png
U 95 (G 1 1 5:B96R)
WH TR KBS AT 2SR EEM &g RE
4B ﬁ H
IWHETR kR
wRE OE T =

50

K 4

E A

£ A BRUE  ESE S CEEEENEXTRETETAANLEE

VAT NEREEMHECOV T EATEEH AR E Y AT A ERE RIS ERE
115OBEICEY, KOLBYVFERLET,

1 HiBh&AI A REE & l
2 HBhEHRA S N
SREERE4 X%
11 EFE ] il - Y [m)is: s
7Y
H 4 2%





image10.png
A1 0% (1 3 Z:BIR)

ETEERKBRE S AT 2GR EL SR AT T
4 A A
AR 23
HEEE O£ BT T =
BUR AT
K 4
@

ﬁlﬁhf KEHFEE L AT NER BB ERE 1 35FOBEICLY  TiROLEs
Bl OIS OAREHFELE T,

i) 2 A B 2 i ESE 5 # A A1)

Gy L&D &3 D

i DR BT 2

sy DXk FETHHAIO)
7 H wE R 85 R BE 3

Zofth ( )

By

1us
m
m

5 A5y ORFL

6 ASroEH




image11.png
RAE L 15 (B 14580

i EEE 5

WwHETRE i

AT EERKEEHEES 2T 2GR ER I BUH @ N E R FHRE

& A BfHT % EiRe ) FORMRE LTt AT EEHA KRG EFREE S X
T LAEREEMPEICONT, TROLBYZFRELZRYVELE L0 T, BT EEHAKRE
HBELAT LEREEMSIFEME 1 A5KE 1HOBEICL V@M LET,

=103
[=1)

1 ZARREZEY ETE

2 fHBhEDIGRIZONT

ZAFRE O LIS, BEICEAT Lo liBh&ic B L, S AT EERA RS ERE S AT 1%
BREEWINEMAEME 1 4GB 1HOREICLY . KOLBVRELFHRKLET,

YREEEIT. 3 OMAHIRE TITHA L TS ZEW,

AR CUIEFEARE D) :
BERZ 88 !
IR

3 IRBEEDMARIR 4

i
o
pusj





image1.png
R 15 (5 5 5RBER)
ATEEHARBEREE S AT L ERE RS2 G

E A H
LMt B
WEE £ BT -
BN A
s
o

M ARBRE Y AT LA ERERMY G ZEME 5 ROBUEIC LY (RO LBV )
SO ERFHFLET,

1 KBEVAT DEZRBS T =

2 KEEMORKXEAE (FE) kW UNEABUTS 2 iz 516 C)
LEMER (FE) kWh

3 MBERMHE

KT R =
LB MR =

(& b ITTHARM OS5 EEIET)

4 TITHEELTER £ A H

5 e T PEH i A H

6 REIAT AREX 7 BFEEIC Y AT A HE
(WFRMIZO) A4 VAT A —RBEUEEE B

&>

U FEFTRBEREEY AT b L RN E
7 HEROWNR
B oy LESE S it HO#®
KEHFEE AT M M '
H M M o :

8 ™ f H
(1) BREICHRIERHEOEL
(2) BB HMETEENERT HRBENRE BXE25)
(3) BT LI I DREGFEOREIEDE L (FEFTHOFBEMRE CH LHE%FR<,)
(4) BRET2EHOMER
(5) THEEFMOGEHE
(6) FEiEOMFEE ERHOOERERINTBD)
(1) ZOMTTESKLE LR 5B





image2.png
BRCE 2 5 (5F 5 ZRBR)

A L
1 ER{EEEE
S X4 B4, ETe 14
BRI X O
KB S £
W X #e
e
{2 R b (R R
kW
ey
T A
kW h
2 FBhEetH:oEHRE
A
3 XKEEmaESGET (W nnizO)
ﬁ%@%%ﬁk COBREEMERE L - ol (

4 ﬁiﬁﬁ(ﬁ%ﬁﬁi$ﬁ)@%ﬁ

N/
o

IELFLARI B PA s

A N —FREIEE

A

SCEWAD Ny

—’—’—A —
= )
E=] Eihfﬂ_j;

B4

LR
E%J\ XN

W

RN

Ea A T
= ft 4 RFEZ L
HH 2 4, RN 7
6 HETHAHET IDEBEEDOKAL
K4 I D

SRADE

EREDE L Z 925 Z &,





image3.png
AT R il

e ATEE ARG R E Y AT LEREE MBS R E ST B E

. H A CRAARFEO D> ISHMEEHAXRE AR E S AT LAERKE
BRBESIZHOWVWTIX, TR0 BUVRELE L-OT, HEHTEEARBNERE S AT L ERE
BB &R ERME 6 OB EBIC L VB L ET,

AL

1 fEIEAAT D[S

SERRE LET

LITOBHE T, ZfTTEEHA,
(B )

2 fH Bh & 2 A IR E R & H

3 fBi&MIRIZ oW T
M DO2EIx. BIRENS o4&z LV EHEL TV

AL
o





image4.png
B 45 (8 7 SRBIR)

EHTEEHABERE S 27 2 ERERMHE TS TE

WEWE K

WATEEAABLIHEE S AT A FRERMY S E@E 7 FOBEICLY KOLBY T
A LA LET,

gl

1 W& FREES #® A% 5 ( # A A 44)

2 FEIAT LERBEEH padiihin)

3 KEEMORKH ) E kW CNSUSBUF S 2 Ao <)
LA R kWh

5 L H%FLHEHAH £ A B

6 SERR T EFHE £ A H

7 BRETHERTE WETHEEENTATDLIZ L, )

BT fE H T

= t 4

RFE KA

FEEE

O E ( ) =





image5.png
R 55 (5 8 SRBAR)

WHEEEAABERES 27 SR BRI S EAR S S
A )EJ H
WHHE %
WEE B BT -
BSR4
K 4

HATHEENABEREE S A7 A SRERMY SRS 8 55 L HOBEIC LY (KD &
B Y MBI ENEOEEDORKBERFHE L ET,

1 &R RERS i HEEE 5 ( £ A A £+)

2 EEONE

H H 7 B A E H %

3 EEOHMA





